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（論文内容 の要 旨）

言語表現における単語の組み合わせ，いわゆるコロケーシ ョンを正 しく用いるこ

とは言語学習者に とって難 しい問題の一つであるが，言語 を母語話者 らしく使 うた

めの重要 な学習項 目である． しか し，熟練 した言語学習者 にとってもコロケーシ ョ

ンを正 しく用いることが極めて難 しい ことが知 られている．母語話者は個 々人 の心

内辞書に数 多 くのコロケーシ ョン情報 を保持 しているが，学習者にとっては正 しい

単語 の組み合わせ を見つ けることは容易ではない．

本論文の目標 は， 自然言語処理技術を用いて， 日本語の適切な コロケーシ ョンの

使用 を学習者 の作文作成のために支援する技術 を開発することである．特に，学習

者の作文 中の誤 ったコロケーシ ョンに対 してよ り正 しい候補の生成 と順序付 けを実

現する問題に取 り組む．構築するシステムは，大規模な 日本語学習者 コーパスか ら

抽出 した誤 り訂正 データに基づいて訂正の候補 を生成す る．このコーパ スは学習者

が犯 しがちな誤 りの傾 向を調査す るのに用いることがで き，誤 り訂正のためのよ り

コンパ ク トで現実的な訂正候補の生成 に役立つことを実証す る．さらに，生成 され

た候補の中か ら不適切 な候補 をフィル ターするために大規模 コーパスか ら得 られる

共起尺度 を用いる必要があ り， これまで提案 された様 々な共起尺度 の中か ら，特 に

重み付 きDice係 数が最 も効果のあることを示す．

本論文では，日本語のコロケーションの中では最 も重要な名詞動 詞の組み合わせ

を対象 とす る．学習者データの詳細な解析を行い，我々の提案手法が既存 のコロケー

ション誤 り訂正の手法に比べて有意に優れていることを実験 により示す．最後 に，学

習者の作文中の表現 に対 してよ りよいコロケーションを提案する作文支援 システム

を実装 し， 日本語学習者の利用 による実証実験 の結果 を報告す る．



氏 名 Lis、Ueiji］KanashiroPereira

（論文審査結果の要 旨）

平成27年12月22日 に開催 した 公聴 会 の結 果 を参 考 に平成28年2月22日 に本 博

士論文 の審査 を行 った．以 下の とお り，本 博士論文 は，提案 者 が独 立 した研 究者 と し

て，研 究 活動 を続 けて い くため の十 分 な素 養 を備 えてい る こ とを示す もの と認 め る．

LisNVeijiKanashiroPereiraは ，本 博士論 文 において， 日本 語学習 者 の作 文 中の名

詞一動詞 の コロケー シ ョン誤 りの 自動訂正 に関す る研 究 を行 い，訂 正候補 生成 と候補

の ラ ンキ ング に関す る手法 を提 案 し， さ らに， 日本語 学習 者 が コロ ケー シ ョンを正

し く使用 す るこ とを支援 す る システ ム を構築 した． これ らの研 究 を通 じて ，次 の よ

うな学術 的 貢献 を行 った．

1’ 日本 語 にお け るコ ロケ ー シ ョン誤 りの訂正 候補 を生成 す るた め， シ ソー ラス，

様 々な類似 度尺度 ，大規模 学習者 コーパ スな ど様 々な リソー スや手 法 を調査 し，

その効 果 につ いて比較 検 討 す る と とも に，最適 な候補 生成手 法 を提案 した．

2．日本語 として 自然なコロケーション表現を同定するため，様々な共起尺度につ

いて検討を行 い，比較検討を行 うとともに効果的な共起尺度 を提案 した．

3．得 られた成果を利用 して，日本語学習者が作文 した名詞動 詞表現 に対 して適

切なコロケーシ ョンを提案するシステムを実装 し，利用者 による実利用実験 を

通 じてその効果の評価 を行 った．

日本語学習者に とって最 も学習が難 しい コロケーシ ョンに対 して，訂正候補 の生

成 と選択 を高い精度で実現す る手法を提案 し，実システム として実装 し評価 をおこ

なった本研究 は，言語教育 および自然言語処理 に大 きな貢献があると評価する．

よって，本論文 は，博士 （工学）の学位論文 として価値 あるもの と認める．
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